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ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツを推進
するための周知啓発について

〇 関係学会の大会・学術集会での周知啓発
・ 第10回日本スポーツ理学療法学会学術大会（令和６年１月６日）特別講演「スポーツを通じたライ
フパフォーマンスの向上のための取組」（室伏長官）
・ 名古屋大学予防早期医療創成センター第12回ワークショップ（令和６年１月31日）招待講演「スポ
ーツ庁におけるスポーツを通じた健康増進の取組」

〇 関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発
・ 令和５年度 全国厚生労働関係部局長会議（令和６年2月、主催：厚生労働省）（室伏長官）
・ 令和５年度 都道府県・指定都市スポーツ主管課長会議（令和６年１月31日、主催：スポーツ庁）
・ コンディショニングに関する研究（運動器機能低下に対する地域における効果的な運動療法の在り方に
関する研究）の成果報告会（令和６年２月16日予定）（室伏長官）

〇 メディア・ホームページ等を活用した周知啓発
・ 新聞記事での掲載（令和６年１月23日、岩手日報、茨城新聞、四国新聞）
・ スポーツ庁長官記者懇談会（令和６年１月24日）
・ スポーツ庁Web広報マガジンDEPORTAREへの記事掲載（令和６年２月１日）
・ コンディショニングに関する研究成果を公表する記者報告会（令和６年３月予定）

スポーツ庁における周知啓発の主な取組実績等（令和５年12月以降）
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（参考資料一覧）

1．関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発
2．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発
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室伏長官から、スポーツ基本計画、スポーツによる健康増進、障害者スポーツの振興、スポーツによるライフパフォーマンスの
向上など、スポーツ庁の施策について説明。また、厚生労働省や地方公共団体等との更なる連携や、スポーツ庁の施策へ
の理解と協力についてお願い。

１．関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発①
令和５年度 厚生労働関係部局長会議
開催日：令和６年２月
主 催：厚生労働省
形 式：オンデマンド配信（資料及び説明動画を厚生労働省HPに掲載）
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１．関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発②
コンディショニングに関する研究（運動器機能低下に対する地域における効果的な運動療法の在り方に関する研究）

北海道東川町で実証研究を行う前に、キックオフセミナー
が開催され、室伏長官から参加者（約200人）に対し、
ライフパフォーマンス向上に向けた目的を持った運動スポー
ツの重要性を伝えた。

〇 成果報告会のリーフレット 〇 令和5年4月に開催したキックオフセミナーの様子

成果報告会のリーフレットを作成し、当日のプログラム内容を含めて
広く周知し、参加者を募る。
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長官から「コンディショニングに関する研究」の概要と、研究成果を
周知するため、本年３月に記者に向けた報告会を予定している
ことを説明。

スポーツ庁長官による記者との懇談（第72回）
開催日：令和６年1月24日（水）
場所：スポーツ庁

掲載日 ：令和6年1月23日（火）
掲載新聞：岩手日報、茨城新聞及び四国新聞（※）
※（一社）共同通信社による配信

内容：北海道東川町での実証研究の概要、ハイパフォーマン
ススポーツでのサポートで得られた知見をライフパフ ォーマン
スの向上に生かすことの重要性、令和５年度から開始し
た「ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・
スポーツの推進に係る調査研究」について掲載。

新聞記事の掲載 スポーツ庁Web広報マガジンDEPORTAREへの記事
掲載
掲載日：令和6年２月１日（木）
内容：スポーツ審議会健康スポーツ部会で議論を行い、令和

５年８月に取りまとめた「ライフパフォーマンスの向上に向
けた目的を持った運動・スポーツの推進について」の内容、
北海道東川町での実証研究の概要、Sport in Lifeコン
ソーシアムに加盟する企業団体等を対象に実施した「3か
月チャレンジ 身体機能向上プログラム」の概要を掲載。

２．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発①



コンディショニングに関する研究成果を公表する記者報告会
第１回
・ 開催日：令和６年3月上旬
・ 報告する研究：スポーツの価値を高めるための運動・スポーツが身体に与える影響に関する新たな研究促進と

医学的知見の集積に向けた調査研究
・ 報告者：室伏長官、本研究事業の受託者（大学等）

第２回
・ 開催日：令和６年３月下旬
・ 報告する研究：スランプの要因と解決策に関する調査研究

運動器機能低下に対する地域における効果的な運動療法のあり方に関する研究
・ 報告者：室伏長官、本研究事業の受託者等（大学等）

２．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発②

研究事業名
１．スランプの要因と解決策に関する調査研究
２．運動器機能低下に対する地域における効果的な運動療法のあり方に関する研究
３．スポーツの価値を高めるための運動・スポーツが身体に与える影響に関する新たな研究促進と医学的知見の集積に向けた調査研究

事業の趣旨
スポーツ庁では、スポーツを通じて一人一人の人生や社会が豊かになることを目指し、国民のスポーツ実施率を向上させ、日々の生活の中でスポーツの価値を享受
できる社会を構築するという目標を掲げている。その達成に向け、特に東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、「東京大会」という。）で得られた科学的
知見の活用やスポーツ実施の機運等のレガシーを継承することが重要である。

令和4年3月に策定された「第3期スポーツ基本計画」において、「国は、地方公共団体やスポーツ関係団体、民間事業者、経済団体等に対し、科学的根拠に基
づき、スポーツによる健康づくり、コンディショニングの方法、栄養・休養の取り方等 の健康に資するスポーツに関する情報を分かりやすく発信する」ということとしている。

 こうしたことを踏まえ、東京大会で得られた科学的知見等の一般への普及と、新たな視点でスポーツの価値を高めることによるスポーツ実施率の向上を目指す。

実施期間  令和４～５年度（２カ年事業、実施中）

（参考）コンディショニングに関する研究の概要
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